
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. 改正の背景および概要 

土壌環境基準は，公共用水域の水質汚濁に係る環

境基準（水質環境基準）と地下水の水質汚濁に係る環

境基準（地下水環境基準）の両者を満たすものとして，

環境基本法（平成 5年法律第 91号）第 16条に基づ
いて設定されている． 
カドミウムについては，平成 22年 4月 1日に水道
水質基準が，平成 23 年 10 月 27 日に水質環境基準
および地下水環境基準が 0.003 mg/L以下に，また，
平成 22年 6月 16日に農用地における基準が米 1 kg
につき 0.4 mg以下に改正されている．トリクロロエ
チレンについても，平成 23年 4月 1日に水道水質基
準が，平成 26年 11月 17日に水質環境基準および地
下水環境基準が 0.01 mg/L以下に改正されている． 
これらを踏まえて，平成 25年 10月 7日に環境大臣
から中央環境審議会への諮問が行われ，令和 2 年 1
月 27 日にそれに対する答申が行われた．その結果，
カドミウムおよびその化合物（表 1），ならびにトリ
クロロエチレン（表 2）について，土壌環境基準およ
び汚染状態に係る各基準が改正された．また，地下水

に含まれる試料採取等対象物質の量の測定方法を定

める件について，ならびに土壌溶出量調査に係る測

定方法を定める件についても見直しが行われ，カド

ミウムの測定方法からフレーム原子吸光法が除外さ

れ，電気加熱原子吸光法，ICP発光分光分析法，およ
び ICP質量分析法は従来通り指定された．なお，基
準が見直されたことのみを理由とした再調査や汚染

の除去等の再実施は不要である． 
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土壌の汚染に係る環境基準についての一部を改正する件（令和 2年 4月環境省告示第 44 号） 

土壌汚染対策法施行規則の一部を改正する省令（令和 2年環境省令第 14 号） 

土壌の汚染に係る環境基準の見直し及び土壌汚染対策法の特定有害物質の基準の見直しに伴う
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令和 2 年 4 月 2 日に土壌の汚染に係る環境基準についての一部を改正する件が公布され，カドミウム
およびトリクロロエチレンについて，環境基本法第 16条に基づく土壌の汚染に係る環境基準（土壌環境
基準）が改正された．また同日に土壌汚染対策法施行規則の一部を改正する省令が公布され，カドミウム

およびその化合物，ならびにトリクロロエチレンに係る基準が改正された（施行日：令和 3年 4月 1日）． 
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